








要約:TORCH Complex の中でトキソプラズマ、サイトメガロウイルス、、単純ヘルペスウイ

ルスの母子感染を小児科の立場から検討し、以下の結果を得た。①先天性トキソプラズマ

症は報告例からは年間 5～7 例の発症頻度となるが、出生後かなりたって眼科的に網脈絡

膜炎として発症する例も多く、実際はもう少し多いと予測される。②サイトメガロウイル

スの胎内診断法として polymerase chain reaction 法は有用であった。③新生児ヘルペス

の発症数は減少していない。こうした母子感染の実態調査を全国規模で多領域にわたって

実施する必要があろう。


